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は
じ
め
に 

 

「
五
大
夫
」
と
は
松
の
異
称
で
あ
る
。
「
大
夫
松
」
な
ど
と
も
い
い
、
秦
の

始
皇
帝
が
松
に
五
大
夫
の
爵
位
を
与
え
た
と
の
故
事
に
由
来
す
る
。
秦
代
の
爵

位
は
二
十
等
級
あ
り
、
五
大
夫
は
下
か
ら
九
番
目
に
あ
た
る

（
１
）

。
本
論
は
、
そ

の
五
大
夫
に
封
ぜ
ら
れ
た
松
に
つ
い
て
、
日
中
の
古
典
文
学
で
ど
の
よ
う
に
言

及
さ
れ
て
い
る
か
を
比
較
し
、
そ
の
描
か
れ
方
の
差
異
の
背
景
を
探
る
も
の
で

あ
る
。 

一 

封
禅
の
儀 

 

ま
ず
五
大
夫
の
由
来
と
な
っ
た
故
事
か
ら
確
認
し
た
い
。
故
事
の
初
出
は
、

管
見
の
限
り
『
史
記
』
の
よ
う
で
あ
る
。
巻
六
「
始
皇
本
紀
」
二
十
八
年
に
、

始
皇
帝
が
泰
山
で
封
禅
の
儀
式
を
行
っ
た
と
の
記
事
が
見
え
る
。
そ
の
記
事
に

よ
れ
ば
、
下
山
に
際
し
、
始
皇
帝
一
行
は
急
な
風
雨
に
遭
っ
て
い
る
。 

下
、
風
雨
暴
至
、
休
於
樹
下
、
因
封
其
樹
為
五
大
夫
。 

（
下
ら
ん
と
し
て
、
風
雨
暴に

わ

か
に
至
り
、
樹
下
に
休
み
、
因
り
て
其
の
樹

を
封
じ
て
五
大
夫
と
為
す
。
／
下
山
に
際
し
、
急
に
激
し
い
風
雨
に
遭
い
、

木
陰
で
休
ん
だ
。
そ
の
た
め
そ
の
木
に
爵
位
を
与
え
五
大
夫
と
し
た
。
） 

 

急
な
風
雨
で
途
方
に
暮
れ
た
始
皇
帝
一
行
は
、
木
陰
で
雨
宿
り
を
し
、
そ
の

木
陰
を
提
供
し
た
樹
に
爵
位
を
与
え
た
と
の
記
事
で
あ
る
。
五
大
夫
と
い
う
爵

位
は
出
て
く
る
が
、
こ
の
記
事
だ
け
で
は
、
樹
が
松
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は

分
か
ら
な
い
。 

 
『
史
記
』
巻
二
十
八
「
封
禅
書
」
に
は
、
同
じ
雨
宿
り
に
つ
い
て
、
以
下
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

始
皇
之
上
泰
山
、
中
阪
遇
暴
風
雨
、
休
於
大
樹
下
。
諸
儒
生
既
絀
、
不
得

与
用
於
封
事
之
礼
、
聞
始
皇
遇
風
雨
、
則
譏
之
。 

始
皇
帝
と
五
大
夫
の
松 

高 

芝 
 

麻 

子 
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（
始
皇
泰
山
に
上
り
、
中
阪
に
暴
風
雨
に
遇
ひ
、
大
樹
の
下
に
休
む
。
諸

儒
生
は
既
に
絀
せ
ら
れ
、
与
し
て
封
事
の
礼
に
用
ゐ
ら
る
る
を
得
ざ
れ
ば
、

始
皇
の
風
雨
に
遇
ふ
を
聞
き
て
、
則
ち
之
を
譏
る
。
／
始
皇
帝
は
泰
山
に

登
る
と
、
道
半
ば
で
暴
風
雨
に
遭
い
、
大
樹
の
下
に
休
息
を
取
っ
た
。
儒

学
者
た
ち
は
す
で
に
退
け
ら
れ
て
、
封
禅
の
儀
式
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
始
皇
帝
が
風
雨
に
遭
っ
た
と
聞
い
て
、
批
判
し
た
。
） 

 

こ
の
記
事
は
「
始
皇
本
紀
」
の
記
事
と
同
じ
で
き
ご
と
を
記
録
し
た
も
の
と

見
て
い
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
大
樹
が
松
で
あ
る
こ
と
へ
の
言
及
が
な
い
ば
か
り

か
、
始
皇
帝
が
大
樹
に
五
大
夫
の
爵
位
を
与
え
た
こ
と
に
も
言
及
さ
れ
て
い
な

い
。
さ
ら
に
、
「
始
皇
本
紀
」
に
は
見
え
な
か
っ
た
内
容
と
し
て
、
始
皇
帝
が

風
雨
に
遭
っ
た
と
聞
い
て
、
儒
者
た
ち
が
自
分
た
ち
の
説
を
受
け
入
れ
な
か
っ

た
か
ら
だ
と
批
判
し
て
い
る
点
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
少
し
前
に
、
封

禅
の
方
法
に
つ
い
て
、
下
問
を
受
け
た
儒
者
た
ち
の
説
明
が
様
々
に
異
な
っ
て

い
た
た
め
、
始
皇
帝
は
儒
者
た
ち
を
退
け
た
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
批

判
を
し
た
の
は
そ
の
儒
者
た
ち
で
あ
ろ
う

（
２
）

。 

な
お
、
『
史
記
』
「
封
禅
書
」
と
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
、
『
漢
書
』
巻
二
十
五

「
郊
祀
志
第
五
上
」
に
も
見
え
る
。
こ
ち
ら
に
も
、
大
樹
が
松
で
あ
る
こ
と

や
、
五
大
夫
に
封
じ
た
こ
と
な
ど
の
言
及
は
な
い
。 

『
史
記
』
「
封
禅
書
」
の
前
掲
部
分
の
後
に
は
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
記
事

も
見
え
る
。 

始
皇
封
禅
之
後
十
二
歳
、
秦
亡
。
諸
儒
生
疾
秦
焚
詩
書
、
誅
僇
文
学
、
百

姓
怨
其
法
、
天
下
畔
之
、
皆
曰
、
始
皇
上
泰
山
、
為
暴
風
雨
所
撃
、
不
得

封
禅
。
此
豈
所
謂
無
其
徳
而
用
事
者
邪
。 

（
始
皇
封
禅
の
後
十
二
歳
に
し
て
、
秦
亡
ぶ
。
諸
儒
生
は
秦
の
詩
書
を
焚

き
、
文
学
を
誅
僇
す
る
を
疾
み
、
百
姓
は
其
の
法
を
怨
み
、
天
下
之
に
畔そ

む

く
。
皆
曰
く
、
始
皇
泰
山
に
上
る
も
、
暴
風
雨
の
撃
つ
所
と
為
り
、
封
禅

す
る
を
得
ず
、
と
。
此
れ
豈
に
所
謂
其
の
徳
無
く
し
て
事
を
用
ゐ
る
者
な

ら
ん
や
。
／
始
皇
帝
の
封
禅
の
後
十
二
年
で
、
秦
は
滅
ん
だ
。
儒
者
た
ち

は
秦
が
『
詩
経
』『
書
経
』
を
焼
き
、
知
識
人
を
虐
殺
し
た
こ
と
を
憎
み
、

人
々
は
秦
の
厳
格
な
法
律
を
恨
ん
で
い
た
の
で
、
天
下
は
あ
ま
ね
く
秦
に

そ
む
い
た
。
み
な
が
「
始
皇
帝
は
泰
山
に
登
っ
た
け
れ
ど
、
暴
風
雨
に
遭

っ
て
封
禅
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
と
言
っ
た
。
こ
れ
は
、
世
に

言
う
と
こ
ろ
の
、
徳
に
欠
け
る
の
に
封
禅
を
行
お
う
と
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。
） 

 

封
禅
の
わ
ず
か
十
二
年
後
に
秦
は
滅
ん
だ
こ
と
、
人
々
は
深
く
秦
を
憎
ん
で

お
り
、
批
判
す
る
に
あ
た
り
、
暴
風
雨
の
た
め
に
封
禅
が
行
え
な
か
っ
た
と
語

っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
司
馬
遷
は
そ
れ
を
否
定
せ
ず
、
始
皇
帝
に

は
徳
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
儒
者
や
民
衆
の
み
な

ら
ず
司
馬
遷
も
始
皇
帝
の
封
禅
の
成
功
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

こ
の
樹
が
松
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
例
え
ば
『
芸
文
類
聚
』
巻
八
十
八

「
松
」
に
引
か
れ
る
『
漢
官
儀
』
な
ど
に
見
え
る
。 

漢
官
儀
曰
、
秦
始
皇
上
封
太
山
、
逢
疾
風
暴
雨
。
頼
得
松
樹
、
因
復
其

道
、
封
為
大
夫
松
也
。 

（
漢
官
儀
に
曰
く
、
秦
始
皇
上
り
て
太
山
に
封
じ
、
疾
風
暴
雨
に
逢

ふ
。
頼

さ
い
わ

ひ
に
松
樹
を
得
、
其
の
道
を
復お

お

ふ
に
因
り
て
、
封
じ
て
大
夫
松

と
為
す
な
り
、
と
。
／
『
漢
官
儀
』
に
は
「
秦
の
始
皇
帝
が
太
山
（
泰

山
）
に
登
っ
て
封
禅
の
儀
を
行
い
、
暴
風
雨
に
遭
っ
た
。
運
良
く
松
の

木
が
あ
り
、
そ
の
道
を
覆
っ
て
雨
を
遮
っ
た
た
め
、
爵
位
を
与
え
ら
れ
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大
夫
松
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
あ
る
。
） 

さ
ら
に
『
初
学
記
』
巻
五
「
泰
山
」
に
引
く
『
漢
官
儀
』
に
は
泰
山
の
小

天
門
に
秦
時
代
の
「
五
大
夫
松
」
が
あ
る
と
見
え
る

（
３
）

。
『
漢
官
儀
』
の
著
者
は

後
漢
の
応
劭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
後
漢
の
こ
ろ
に
は
、
五
大
夫
の

爵
位
を
与
え
ら
れ
た
樹
が
松
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
か

つ
実
際
に
そ
の
樹
だ
と
さ
れ
る
松
が
実
在
し
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。 

『
梁
書
』
巻
四
十
「
許
懋
伝
」
に
見
え
る
梁
・
許
懋
「
封
禅
議
」
も
始
皇

帝
が
雨
宿
り
を
し
た
場
所
を
松
の
木
陰
と
し
て
い
る
。 

秦
始
皇
登
泰
山
、
中
坂
風
雨
暴
至
、
休
松
樹
下
、
封
為
五
大
夫
、
而
事

不
遂
。 

（
秦
始
皇
泰
山
に
登
り
、
中
坂
に
風
雨
暴
か
に
至
り
、
松
樹
の
下
に
休

み
、
封
し
て
五
大
夫
と
為
す
も
、
事
は
遂
げ
ず
。
／
始
皇
帝
は
太
山
を

登
る
途
中
の
坂
で
、
急
な
風
雨
に
遭
い
、
松
の
木
陰
で
休
み
、
松
に
爵

位
を
与
え
五
大
夫
と
し
た
が
、
封
禅
の
儀
は
遂
行
で
き
な
か
っ
た
。
） 

 

始
皇
帝
は
封
禅
の
儀
式
の
内
容
に
つ
い
て
記
録
を
残
さ
せ
て
い
な
い
た
め
、

詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
封
禅
が
無
事
に
執
り
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
も

分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
許
懋
は
、
『
史
記
』
「
封
禅
書
」
で
人
々
が
「
為
暴
風

雨
所
撃
、
不
得
封
禅
」
と
述
べ
て
い
た
の
と
同
様
に
、
始
皇
帝
の
封
禅
が
暴
風

雨
で
失
敗
し
た
と
理
解
し
て
い
る
と
い
う
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
史
記
』
「
封
禅
書
」
に
は
大
樹
の
封
爵
に
触
れ
ら
れ
て
お

ら
ず
、
暴
風
雨
に
つ
い
て
儒
者
が
批
判
し
た
こ
と
と
、
暴
風
雨
の
た
め
に
封
禅

で
き
な
か
っ
た
と
人
々
が
語
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
暴
風
雨
が
故

事
の
眼
目
で
あ
っ
た
と
見
な
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
『
史
記
』
「
始
皇
本
紀
」
に
は

大
樹
の
封
爵
の
記
事
は
あ
る
も
の
の
、
松
と
は
言
明
さ
れ
て
い
な
い
。
松
と
明

示
さ
れ
る
の
は
後
漢
の
『
漢
官
儀
』
や
梁
の
許
懋
「
封
禅
議
」
な
ど
、
や
や
時

代
が
降
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
記
事
に
あ
る
松
の
故
事
を
も
と
に
、
五
大
夫
あ
る
い
は
大
夫
が
松

の
異
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
次
章
で
は
、
詩
に
描
か
れ
る
五
大

夫
の
松
に
つ
い
て
、
唐
詩
を
中
心
に
確
認
し
て
い
く
。 

二 

詩
に
描
か
れ
る
五
大
夫
の
松 

 

松
は
常
緑
樹
で
あ
り
、
冬
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
ず
葉
を
茂
ら
せ
る
こ
と
か

ら
、
変
わ
ら
ぬ
も
の
を
象
徴
し
、
し
ば
し
ば
優
れ
た
人
物
、
君
子
の
譬
え
と
し

て
用
い
ら
れ
る

（
４
）

。
ま
た
、
詩
歌
に
描
か
れ
る
伝
統
的
な
松
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ

い
て
、
中
尾
健
一
郎
氏

（
５
）

は
「
君
子
の
樹
」
と
い
う
側
面
に
加
え
て
、
「
有
用
な

人
材
の
比
喩
」
と
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
初

唐
時
期
に
は
「
不
遇
な
人
材
を
棟
梁
た
る
べ
き
松
に
喩
え
る
詩
が
制
作
さ
れ
」

て
お
り
、
そ
の
「
背
景
に
は
、
国
家
が
人
材
を
木
材
に
喰
え
る
修
辞
を
用
い
て

在
野
の
賢
人
を
求
め
、
人
材
の
登
用
を
盛
ん
に
喧
伝
し
た
初
唐
の
気
風
が
あ
っ

た
」
と
い
う
。 

中
尾
氏
の
指
摘
は
六
朝
か
ら
初
唐
に
か
け
て
の
松
を
描
く
詩
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
大
筋
に
お
い
て
松
は
不
変
性
や
君
子
、
有
能
な
人
材
を
象
徴
す
る
樹

で
あ
っ
た
と
考
え
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
始
皇
帝
が
松
に
爵

位
を
与
え
た
故
事
を
読
み
込
む
詩
を
以
下
に
い
く
つ
か
見
て
い
き
た
い
。 

 
 

 
盛
唐
・
王
維
「
過
始
皇
墓
」
詩
（
『
王
右
丞
集
箋
注
』
巻
九
） 

古
墓
成
蒼
嶺 

 

古
墓 

蒼
嶺
を
成
し 

幽
宮
象
紫
台 

 

幽
宮 

紫
台
を
象
る 

星
辰
七
曜
隔 

 

星
辰 

七
曜
に
隔
て
ら
れ 
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河
漢
九
泉
開 

 

河
漢 

九
泉
に
開
く 

有
海
人
寧
渡 

 

海
有
る
も
人
寧
ぞ
渡
ら
ん 

無
春
雁
不
迴 

 

春
無
く
ん
ば
雁
迴
ら
ず 

更
聞
松
韻
切 

 

更
に
松
韻
の
切
な
る
を
聞
く 

疑
是
大
夫
哀 

 

疑
ふ
ら
く
は
是
れ
大
夫
の
哀
し
む
か
と 

 

王
維
が
始
皇
帝
の
墓
に
立
ち
寄
っ
て
詠
ん
だ
作
品
で
あ
る
。
最
後
は
、
松
風

の
も
の
悲
し
い
音
を
聞
く
と
大
夫
が
悲
し
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
の
だ
、
と
結
ぶ
が
、
こ
の
大
夫
は
始
皇
帝
に
五
大
夫
に
封
じ
ら
れ
た
松
か
ら

の
連
想
で
あ
ろ
う
。
栄
華
を
極
め
不
老
不
死
を
求
め
た
始
皇
帝
が
、
今
で
は
壮

大
な
墓
を
空
し
く
残
す
の
み
で
あ
る
こ
と
が
、
時
を
経
て
変
わ
ら
ぬ
松
と
対
比

さ
れ
、
哀
し
み
を
生
む
の
で
あ
る
。 

 

中
唐
ご
ろ
の
詩
人
李
渉
の
「
題
五
松
駅
」
詩
（
『
全
唐
詩
』
巻
四
百
七
十
七
）
に

も
宿
駅
の
名
か
ら
大
夫
を
連
想
す
る
句
が
見
え
る
。
後
半
二
句
を
引
く
。 

人
生
不
得
如
松
樹 

 

人
生 

松
樹
の
如
き
を
得
ざ
る
も 

却
遇
秦
封
作
大
夫 

 

却
て
秦
の
封
じ
て
大
夫
と
作
す
に
遇
ふ 

 

五
松
駅
と
は
長
安
の
東
に
あ
る
宿
駅
で
あ
り
、
始
皇
帝
が
松
を
五
大
夫
に
封

じ
た
泰
山
か
ら
は
か
な
り
の
距
離
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
清
・
沈
家
本
は
『
日

南
随
筆
』
巻
五
に
お
い
て
泰
山
の
五
大
夫
松
と
は
関
係
が
な
い
（
与
泰
山
五
大

夫
松
無
渉
）
と
指
摘
し
て
い
る
。 

だ
が
李
渉
は
五
松
駅
と
い
う
地
名
か
ら
、
五
大
夫
松
の
故
事
を
想
起
し
て

い
る
。
故
事
を
踏
ま
え
、
人
は
松
の
よ
う
な
長
寿
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

に
、
か
え
っ
て
松
が
人
の
よ
う
に
秦
の
大
夫
に
封
じ
ら
れ
た
と
詠
う
。
こ
の
詩

は
五
大
夫
の
故
事
に
言
及
す
る
も
の
の
、
詩
の
主
題
は
、
王
維
詩
と
同
じ
く
、

始
皇
帝
が
手
を
尽
く
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
不
老
不
死
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
あ
る
。
な
お
、
唐
詩
に
お
い
て
は
王
維
や
李
渉
の
詩
の
よ
う
に
、
不
老
不
死

を
求
め
て
得
ら
れ
な
か
っ
た
代
表
的
な
人
物
と
し
て
、
し
ば
し
ば
始
皇
帝
を
描

く
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。 

 

次
に
封
爵
そ
の
も
の
に
評
価
を
与
え
る
作
品
を
見
て
い
こ
う
。
長
い
の
で
全

文
の
引
用
は
避
け
る
が
、
初
唐
の
劉
希
夷
「
孤
松
篇
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
八
十

二
）
に
は
、
松
が
始
皇
帝
の
封
爵
を
受
け
る
こ
と
を
恥
じ
る
（
恥
受
秦
帝
封
）
と

の
句
が
見
え
る
。
こ
れ
は
「
君
子
の
樹
」
で
あ
る
松
が
暴
虐
な
始
皇
帝
の
封
爵

を
喜
ぶ
は
ず
が
な
い
、
と
の
理
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
興
味
深

い
の
は
、
晩
唐
の
李
商
隠
「
五
松
駅
」（
『
李
義
山
詩
集
』
巻
上
）
で
あ
る
。 

独
下
長
亭
念
過
秦 

 

独
り
長
亭
を
下
り
て
過
秦
を
念
ふ 

五
松
不
見
見
輿
薪 

 

五
松
見
え
ず 

薪
を
輿お

ふ
を
見
る 

只
応
既
斬
斯
高
後 

 

只
だ
応
に
既
に
斯
高
を
斬
り
し
後 

尋
被
樵
人
用
斧
斤 

 

尋つ

ぎ
て
樵
人
に
斧
斤
を
用
ゐ
ら
る
べ
き
の
み 

 

こ
の
詩
も
李
渉
詩
と
同
じ
く
五
松
駅
を
描
い
て
い
る
が
、
李
商
隠
に
よ
れ
ば

地
名
の
由
来
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
松
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
。
始
皇
帝
の

側
近
の
斯
高
、
す
な
わ
ち
李
斯
と
趙
高
と
が
、
始
皇
帝
亡
き
後
、
殺
さ
れ
て
し

ま
っ
た
よ
う
に
、
松
も
伐
採
さ
れ
、
薪
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

第
一
句
に
見
え
る
「
過
秦
」
は
、
前
漢
・
賈
誼
「
過
秦
論
」
（
『
文
選
』
巻
五

十
一
）
を
い
う
。
清
の
屈
復
は
こ
の
詩
を
「
秦
亡
而
後
松
見
薪
、
人
悪
其
暴
虐

如
此
、
所
以
念
賈
生
之
過
秦
也
」（
『
玉
谿
生
詩
意
』
）
と
評
し
、
秦
の
滅
亡
後
、

封
爵
さ
れ
た
松
を
薪
と
す
る
ほ
ど
に
人
々
が
秦
を
憎
ん
で
い
た
と
し
、
そ
の
た

め
秦
を
過と

が

め
る
賈
誼
「
過
秦
論
」
を
思
う
（
念
過
秦
）
と
指
摘
す
る
。
秦
の
封

爵
を
受
け
た
が
ゆ
え
に
、
「
君
子
の
樹
」
で
あ
る
松
ま
で
も
が
憎
し
み
を
向
け

ら
れ
た
と
詠
う
の
は
、
劉
希
夷
の
詩
同
様
に
始
皇
帝
が
暴
虐
の
君
主
で
あ
る
こ
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と
を
自
明
の
前
提
と
し
た
表
現
で
あ
る
。 

 
王
維
と
李
渉
の
詩
は
、
封
爵
の
故
事
を
踏
ま
え
つ
つ
、
栄
華
を
極
め
不
老
不

死
を
求
め
な
が
ら
得
ら
れ
な
か
っ
た
始
皇
帝
と
、
長
い
時
を
生
き
る
松
と
い

う
、
人
と
松
と
を
対
比
的
に
描
く
手
法
を
と
る
。
一
方
、
劉
希
夷
と
李
商
隠
の

詩
は
、
故
事
と
関
連
さ
せ
て
始
皇
帝
の
暴
虐
を
批
判
的
に
詠
う
。
こ
の
四
詩
に

共
通
す
る
の
は
、
始
皇
帝
が
松
に
爵
位
を
与
え
た
と
い
う
故
事
が
、
本
来
の
故

事
の
主
眼
で
あ
っ
た
天
譴
（
暴
風
雨
）
の
要
素
を
含
ま
な
い
形
で
詩
に
取
り
込

ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
故
事
が
、
詩
に
お
け
る
松
や
始
皇
帝
の

表
象
に
新
た
な
文
学
的
意
味
を
加
え
な
か
っ
た
と
い
う
点
も
指
摘
し
て
お
き
た

い
。
封
爵
の
故
事
を
踏
ま
え
て
も
踏
ま
え
な
く
て
も
、
始
皇
帝
は
不
老
不
死
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
皇
帝
、
あ
る
い
は
暴
虐
の
皇
帝
と
し
て
、
松
は
長
寿
を
保
つ

「
君
子
の
樹
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
を
確
認
し
た
上

で
、
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
端
を
見
て
い
こ
う
。 

三 

賢
き
始
皇
帝 

鎌
倉
時
代
中
期
の
『
十
訓
抄
』
一
ノ
九
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
。 人

倫
の
事
は
う
ち
ま
か
せ
た
る
習
ひ
に
て
、
そ
の
例

た
め
し

多
け
れ
ば
、
注し

る

し
あ

ふ
べ
か
ら
ず
。 

も
ろ
こ
し
に
は
、
秦
始
皇
、
泰
山
に
行
幸
し
給
ふ
に
、
俄
雨
降
り
、
五
松

の
下
に
立
ち
寄
り
て
、
雨
を
過
ご
し
給
へ
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
か
の
松
に

位
を
授
け
て
、
五
大
夫
と
い
へ
り
。
五
品
を
松
爵
と
い
ふ
、
こ
れ
な
り
。  

し
か
の
み
な
ら
ず
、
夏
天
に
道
行
く
人
、
木
陰
に
涼
み
て
、
衣
を
か
け
、

あ
る
い
は
馬
に
水
飼
ふ
も
の
、
銭
を
井
に
沈
め
て
通
り
け
り
。 

 

賢
き
人
は
、
心
な
き
石
木
ま
で
も
、
思
ひ
知
る
む
ね
を
あ
ら
は
す
な
り

（
６
）

。 

 

冒
頭
の
「
人
倫
」
と
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
大
系
』
の
注
に
よ
れ
ば
「
人

間
同
士
の
事
柄
」
を
い
う
。
人
間
同
士
の
事
柄
で
あ
れ
ば
書
き
切
れ
な
い
ほ
ど

に
あ
る
と
断
っ
た
上
で
、
こ
の
段
で
は
人
と
木
石
の
間
の
事
柄
の
例
と
し
て
、

始
皇
帝
が
五
松
に
爵
位
を
与
え
て
「
五
大
夫
」
と
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。 

こ
の
「
五
大
夫
」
は
い
さ
さ
か
意
味
が
取
り
に
く
い
。
『
史
記
』
に
お
い
て

は
「
五
大
夫
」
が
爵
位
の
名
で
あ
る
か
ら
、
松
は
一
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
『
十
訓
抄
』
の
記
載
で
は
雨
宿
り
を
し
た
の
が
「
五
松
の
下
」
で

あ
り
、
こ
れ
は
五
本
の
松
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
「
五
大

夫
」
は
五
本
の
松
の
大
夫
の
意
味
と
な
る
。
し
か
し
、
後
に
「
五
品
」
を
「
松

爵
」
と
言
う
と
続
く
の
は
、
「
五
大
夫
」
を
「
五
位
の
大
夫
」
の
意
味
と
理
解

し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
秦
の
二
十
等
爵
で
は
「
五
大
夫
」
は
下
か
ら
九
番
目
、

「
大
夫
」
は
下
か
ら
五
番
目
に
あ
た
る
が
、
日
本
で
は
五
位
以
上
の
者
を
「
大

夫
」
と
呼
ぶ
。
本
来
一
本
の
松
で
あ
っ
た
は
ず
の
五
大
夫
の
松
が
、
五
本
の
松

だ
か
ら
五
大
夫
で
あ
る
と
の
誤
読
を
生
じ
、
さ
ら
に
日
本
に
お
い
て
大
夫
が
五

位
以
上
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
五
大
夫
」
は
「
五
位
の
大
夫
」
の
意
味
を

も
含
み
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
た
い
。 

な
お
、
「
五
大
夫
」
を
五
本
の
松
で
あ
る
と
見
な
す
発
想
は
、
中
国
に
も
見

え
る
。
中
唐
・
陸
贄
「
禁
中
春
松
」
詩
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
百
八
十
八
）
に
「
願

符
千
載
寿
、
不
羨
五
株
封
」
、
晩
唐
・
徐
夤
「
大
夫
松
」
詩
（
『
全
唐
詩
』
巻
七

百
十
一
）
に
「
五
樹
旌
封
許
歳
寒
、
挽
柯
攀
葉
也
無
端
」
と
あ
る
よ
う
に
、
松

が
「
五
株
」
「
五
樹
」
と
詠
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
前
章
で
引
い
た

「
五
松
駅
」
の
「
五
松
」
も
五
本
の
松
が
想
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

「
五
大
夫
」
が
五
本
の
松
で
あ
っ
た
と
の
誤
読
は
、
日
本
で
生
じ
た
の
で
は
な
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く
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 
こ
こ
で
『
十
訓
抄
』
に
戻
ろ
う
。
夏
に
木
陰
で
涼
ん
だ
者
は
礼
と
し
て
木
に

衣
を
か
け
、
馬
に
水
を
飲
ま
せ
た
者
は
礼
と
し
て
井
戸
に
銭
を
投
げ
込
ん
で
い

く
と
い
う
例
も
挙
げ

（
７
）

、
「
賢
き
人
」
（
優
れ
た
人
）
は
石
や
木
と
い
っ
た
心
を

持
た
ぬ
者
に
も
感
謝
を
示
す
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
心
を
持
た
ぬ

石
や
木
を
も
深
く
思
い
や
る
よ
う
な
人
の
心
情
を
高
く
評
価
し
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
こ
で
は
松
に
爵
位
を
与
え
た
こ
と
が
、
始
皇

帝
の
優
れ
た
心
を
表
す
行
為
と
見
な
さ
れ
、
「
賢
き
人
」
と
し
て
評
価
す
る
理

由
と
な
っ
て
い
る
。 

 

別
の
例
を
引
こ
う
。
能
「
高
砂
」
に
は
松
を
讃
え
て
以
下
の
よ
う
に
い
う
。 

な
か
に
も
こ
の
松
は
万
木
に
す
ぐ
れ
て
、
十
八
公
の
よ
そ
ほ
ひ
、
千
秋

の
緑
を
な
し
て
、
古
今
の
色
を
見
ず
、
始
皇
の
御
爵
に
、
あ
づ
か
る
ほ

ど
の
木
な
り
と
て
、
異
国
に
も
、
本
朝
に
も
、
万
民
こ
れ
を
賞
翫
す

（
８
）

。 

 

こ
こ
で
は
、
松
が
「
万
木
に
す
ぐ
れ
て
」
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
外
国
で
も

日
本
で
も
賞
玩
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
「
始
皇
の
御
爵
に
あ
づ
か
る
ほ
ど
の

木
」
で
あ
る
こ
と
を
褒
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
高
砂
」
に
お
い
て
、
始
皇
帝

の
故
事
は
、
松
を
讃
え
る
た
め
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
同
時

に
、
松
を
賞
賛
す
る
た
め
に
始
皇
帝
の
封
爵
の
故
事
を
引
く
の
で
あ
る
か
ら
、

始
皇
帝
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
も
「
高
砂
」
は
非
常
に
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る

と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。 

 

同
じ
く
謡
曲
の
「
老
松
」
に
は
、
や
は
り
松
を
褒
め
る
文
脈
で
、
大
夫
と
い

う
異
称
の
所
以
が
語
ら
れ
る
。 

さ
て
松
を
、
大
夫
と
い
ふ
事
は
、
秦
の
始
皇
の
御
狩
の
時
、
天
俄
か
に

か
き
曇
り
、
大
雨
し
き
り
に
降
り
し
か
ば
、
帝
雨
を
凌
が
ん
と
、
小
松

の
蔭
に
寄
り
給
ふ
、
こ
の
松
俄
か
に
大
木
と
な
り
、
枝
を
垂
れ
葉
を
並

べ
、
木
の
間
隙
間
を
ふ
さ
ぎ
て
、
そ
の
雨
を
漏
ら
さ
ざ
り
し
か
ば
、
帝

大
夫
と
い
ふ
、
爵
を
贈
り
給
ひ
し
よ
り
、
松
を
大
夫
と
申
す
な
り

（
９
）

。 

 

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
始
皇
帝
の
た
め
に
、
松
が
自
ら
の
意
志
で
雨
を

遮
っ
た
と
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
木
石
が
意
志
を
持
っ
て
行
動
す
る

こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
松
が
始
皇

帝
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
し
、
始
皇
帝
が
そ
れ
に
報
い
て
松
に
爵
位
を
与
え
た

と
描
い
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
松
は
始
皇
帝
を
敬
い
、
始
皇
帝
は
そ
の
松

の
献
身
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
木
石
を
心
の
な
い
も
の
と
し
て
い
る
『
十
訓

抄
』
よ
り
一
歩
進
ん
で
、
松
と
始
皇
帝
の
間
に
互
恵
的
か
つ
主
従
関
係
的
な
交

流
が
成
立
し
て
い
る
。
風
雨
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
こ
で
の
風
雨

は
あ
く
ま
で
も
彼
ら
の
関
係
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
の
き
っ
か
け
に
過
ぎ
な
い

の
で
あ
る
。 

 

こ
の
三
例
の
松
と
始
皇
帝
は
、
い
ず
れ
も
優
れ
た
存
在
と
し
て
肯
定
的
に
描

か
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
『
十
訓
抄
』
の
始
皇
帝
は
心
を
持
た
ぬ
松
に

報
い
る
た
め
に
爵
位
を
与
え
た
た
め
に
評
価
さ
れ
、
「
高
砂
」
の
松
は
始
皇
帝

に
爵
位
を
与
え
ら
れ
た
た
め
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
「
老
松
」
に
至
っ
て
は
、

松
が
自
ら
進
ん
で
始
皇
帝
を
身
を
挺
し
て
守
り
、
始
皇
帝
が
そ
れ
を
嘉
し
て
松

に
報
い
る
と
い
う
美
し
い
献
身
と
報
恩
の
故
事
に
仕
立
て
直
さ
れ
て
い
る
。 

 
同
じ
松
と
始
皇
帝
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
な
が
ら
、
日
本
で
は
こ
の
故
事
を

美
談
と
し
て
捉
え
、
始
皇
帝
と
松
が
相
互
補
完
的
に
評
価
を
高
め
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
対
し
て
、
中
国
の
文
献
に
お
い
て
は
こ
の
故
事
は
美
談
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
始

皇
帝
の
描
か
れ
方
の
違
い
か
ら
そ
の
理
由
を
考
え
て
い
き
た
い
。 
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四 

始
皇
帝
の
描
か
れ
方 

論
者
は
「
「
燕
丹
子
」
、『
平
家
物
語
』
お
よ
び
謡
曲
「
咸
陽
宮
」
の
始
皇
帝
像

に
つ
い

て
（
１
０
）

」
に
お
い
て
、
荊
軻
に
よ
る
秦
王
政
（
後
の
始
皇
帝
、
以
下
秦
王
政
と

始
皇
帝
を
区
別
せ
ず
、
い
ず
れ
も
始
皇
帝
と
称
す
）
の
暗
殺
未
遂
の
故
事
を
中
心
に
描

く
中
国
の
「
燕
丹
子
」
と
、『
平
家
物
語
』
巻
五
「
咸
陽
宮
」
、
謡
曲
「
咸
陽
宮
」

の
間
で
、
始
皇
帝
の
描
か
れ
方
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

拙
論
の
要
旨
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

「
燕
丹
子
」
な
ど
中
国
の
故
事
に
見
え
る
始
皇
帝
は
批
判
さ
れ
る
べ
き
存
在

と
し
て
描
か
れ
る
の
に
対
し
、『
平
家
物
語
』
な
ど
日
本
の
故
事
の
中
に
見
え
る

始
皇
帝
は
肯
定
的
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
日
中
の

王
権
の
捉
え
方
が
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
中
国
で
は
、

皇
帝
と
は
地
上
に
対
し
て
絶
対
的
な
権
限
を
持
つ
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
天

子
と
し
て
そ
の
政
治
を
天
に
評
価
さ
れ
る
存
在
で
も
あ
る
た
め
、
政
治
に
重
大

な
瑕
疵
が
あ
れ
ば
、
天
が
易
姓
革
命
を
も
た
ら
し
、
地
上
の
支
配
者
は
別
の
一

族
に
交
替
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
皇
帝
は
常
に
政
治
の
可
否
を
問
わ
れ
る

存
在
で
あ
り
、
王
朝
が
滅
び
れ
ば
そ
れ
は
皇
帝
と
そ
の
一
族
と
が
天
か
ら
の
譴

責
を
受
け
た
結
果
と
見
な
さ
れ
る
。
秦
は
始
皇
帝
の
死
後
、
す
ぐ
に
滅
亡
す
る

こ
と
か
ら
、
始
皇
帝
が
瑕
疵
の
あ
る
皇
帝
と
見
な
さ
れ
る
の
は
や
む
を
得
な
い

こ
と
で
あ
り
、「
燕
丹
子
」
な
ど
に
お
い
て
も
、
暗
殺
が
批
判
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、

暗
殺
を
目
論
む
燕
の
太
子
や
荊
軻
に
同
情
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

と
こ
ろ
が
、
日
本
に
お
い
て
は
、
天
皇
は
政
治
を
天
か
ら
評
価
さ
れ
る
立
場

に
な
く
、
政
治
の
善
し
悪
し
を
判
断
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
別
の
一
族
が
取

っ
て
代
わ
る
と
い
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
統
治
者
は
、
中
国

の
皇
帝
の
よ
う
に
監
視
さ
れ
、
批
判
を
受
け
得
る
存
在
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う

な
社
会
的
文
脈
の
中
で
、
始
皇
帝
を
天
皇
に
な
ぞ
ら
え
る
形
で
『
平
家
物
語
』

に
荊
軻
の
故
事
を
取
り
込
ん
だ
結
果
、
始
皇
帝
が
天
皇
と
同
じ
立
場
に
置
き
換

え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
肯
定
さ
れ
る
べ
き
立
場
へ
と
転
換
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。
以
上
が
本
論
と
関
わ
る
前
掲
論
文
の
要
旨
で
あ
る
。 

な
お
、
日
本
に
お
い
て
始
皇
帝
が
天
皇
に
重
ね
ら
れ
、
肯
定
的
に
描
か
れ
る

の
は
、『
平
家
物
語
』
と
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
謡
曲
「
咸
陽
宮
」
だ
け
で
は
な
い
。 

『
十
訓
抄
』
一
ノ
三
十
八
に
は
勘
解
由
次
官
明
宗
と
い
う
笛
の
妙
手
が
い

た
が
、
非
常
に
緊
張
す
る
質
で
あ
っ
た
と
い
う
。
女
官
し
か
聞
い
て
い
な
い
と

思
い
込
ん
で
い
た
笛
の
演
奏
を
、
帝
が
隠
れ
て
聞
い
て
い
た
と
知
っ
た
明
宗

が
、
動
転
し
て
縁
か
ら
落
ち
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
続
け
て

以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。 

昔
、
秦
舞
陽
が
始
皇
帝
を
瞻み

奉
り
て
、
色
変
じ
、
身
ふ
る
ひ
た
り
け
る

は
、
逆
心
を
つ
つ
み
え
ざ
り
け
る
ゆ
ゑ
な
り
。
明
宗
、
な
に
に
よ
り

て
、
さ
し
も
あ
は
て
け
る
と
、
を
か

し
（
１
１
）

。 

 

秦
舞
陽
は
荊
軻
と
と
も
に
始
皇
帝
暗
殺
に
赴
い
た
無
頼
の
若
者
で
あ
る
。

『
史
記
』
巻
八
十
六
「
刺
客
列
伝
」
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
荊
軻
と
と
も
に
使
者

と
し
て
始
皇
帝
の
在
所
の
前
に
進
み
出
た
と
き
、
顔
色
を
変
じ
、
震
え
お
の
の

い
て
、
群
臣
た
ち
が
訝
し
が
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
あ

り
（
１
２
）

、
「
燕
丹
子
」
に
も

類
似
の
表
現
が
見
え
る
。
『
十
訓
抄
』
の
記
事
は
こ
れ
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。

勘
解
由
次
官
明
宗
が
秦
舞
陽
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
は
明
確
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
天
皇
が
始
皇
帝
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
し
か

も
秦
舞
陽
が
顔
色
を
変
え
、
震
え
だ
し
た
理
由
を
『
十
訓
抄
』
は
「
逆
心
を
つ

つ
み
え
ざ
り
け
る
ゆ
ゑ
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
史
記
』
に
な
い
発
想
で
あ
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る
。
史
実
で
は
、
ま
だ
中
国
は
統
一
前
の
群
雄
割
拠
の
状
態
で
あ
り
、
秦
舞
陽

は
秦
王
政
の
支
配
下
に
あ
る
者
で
は
な
く
、
自
身
の
仕
え
る
燕
国
の
太
子
の
命

令
に
よ
り
暗
殺
に
赴
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
始
皇
帝
を
暗
殺
し
よ
う

と
も
「
逆
」
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
『
十
訓
抄
』
で
は
秦
舞
陽
が
抱
い
た
の

が
「
逆
心
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
始
皇
帝
と
秦
舞
陽
の
間
に
主
従
関
係
が
あ

る
と
捉
え
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
も
始
皇
帝
が
天
皇
の
な
ぞ
ら
え
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
人
臣
は
全
て
始
皇
帝
に
仕
え
る
も
の
と
見
な
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。 

『
将
門
記
』
に
も
罪
に
問
わ
れ
た
平
将
門
が
恩
赦
を
受
け
、
帰
国
を
許
さ

れ
る
承
平
七
年
四
月
七
日
の
場
面
に
「
忝
く
も
燕
丹
の
遑
を
辞

す
（
１
３
）

」
と
あ

る
。
こ
れ
は
、
「
燕
丹
子
」
な
ど
に
見
え
る
始
皇
帝
暗
殺
故
事
の
前
日
譚
、
秦

で
人
質
と
な
っ
て
い
た
燕
国
の
太
子
丹
が
、
始
皇
帝
の
許
し
を
得
て
燕
に
帰
国

し
た
故
事
を
踏
ま
え

る
（
１
４
）

。
帰
国
を
望
む
燕
国
の
太
子
丹
に
対
し
始
皇
帝
が
無

理
難
題
を
出
す
が
、
丹
は
天
助
を
受
け
て
そ
れ
を
解
決
し
、
始
皇
帝
の
許
し
を

得
て
無
事
に
帰
国
す
る
。
こ
の
表
現
に
お
い
て
は
、
捕
ら
え
ら
れ
た
将
門
が
燕

丹
子
、
恩
赦
を
出
し
帰
国
を
許
す
天
皇
が
始
皇
帝
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
天
皇
を
始
皇
帝
に
喩
え
る
表
現
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
中
国
古
典
で
は
瑕
疵
の
多
い
、
暴
虐
の
君
主
と
し
て
語
ら
れ

る
始
皇
帝
を
、
日
本
古
典
で
は
断
罪
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
、
つ
ま
り
無
辜
の
君

主
と
捉
え
る
傾
向
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

続
い
て
、
松
と
い
う
植
物
の
持
つ
文
学
的
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
、
簡
潔

に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
松
は
常
緑
樹
で
あ
り
、
中
国
古
典
の
世
界
で
は
、
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
不
変
性
や
君
子
を
象
徴
す
る
樹
木
で
あ
る
。
ま
た
前
述

の
中
尾
氏
の
指
摘
の
通
り
、
「
有
用
な
人
材
の
比
喩
」
に
も
な
る
。 

一
方
、
日
本
の
古
典
に
見
え
る
松
に
つ
い
て
は
、
片
桐
洋
一
氏
が
「
「
千

歳
」
と
い
う
語
と
と
も
に
よ
ま
れ
る
こ
と
」
が
多
く
、
「
「
松
」
を
皇
室
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
一
体
化
し
て
寿
ぐ
こ
と
も
あ
っ
た
」
、
「
神
が
宿
り
霊
魂
を
持
つ
木

で
あ
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
（
１
５
）

。
松
の
象
徴
す
る

も
の
は
日
中
の
間
で
い
く
ら
か
異
な
る
も
の
の
、
不
変
性
・
永
遠
性
を
象
徴

し
、
優
れ
た
樹
と
見
な
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
大
差
が
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。 

こ
こ
で
五
大
夫
の
松
に
話
を
戻
し
た
い
。 

中
国
古
典
の
中
で
は
、
暴
虐
の
君
主
と
し
て
描
か
れ
る
始
皇
帝
が
、
君
子

を
象
徴
す
る
松
に
五
大
夫
の
爵
位
を
与
え
た
と
の
故
事
は
、
故
事
と
し
て
は
広

く
知
ら
れ
、
松
に
五
大
夫
や
大
夫
松
と
い
う
異
称
を
生
み
出
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
故
事
が
例
え
ば
松
に
対
し
て
「
暴
虐
の
君
主
か
ら
封
爵
さ
れ
た
無
節
操
な

植
物
」
と
の
意
味
づ
け
を
与
え
た
り
、
始
皇
帝
に
対
し
て
「
松
の
よ
う
な
優
れ

た
材
を
見
い
だ
し
た
有
能
な
皇
帝
」
と
の
意
味
づ
け
を
獲
得
さ
せ
た
り
す
る
こ

と
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。 

『
史
記
』
中
の
故
事
は
、
暴
風
雨
を
焦
点
化
し
て
お
り
、
暴
風
雨
の
た
め

に
封
禅
に
失
敗
し
た
と
人
々
が
語
っ
て
い
た
こ
と
を
、
わ
ざ
わ
ざ
司
馬
遷
は
記

録
し
て
い
る
。
中
国
の
皇
帝
は
天
に
よ
っ
て
そ
の
在
り
方
を
評
価
さ
れ
続
け
る

存
在
で
あ
り
、
天
か
ら
の
評
価
は
し
ば
し
ば
自
然
災
害
な
ど
の
形
で
示
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
記
録
す
る
こ
と
は
歴
史
書
の
重
要
な
役
割
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
封
禅
に
際
し
て
起
こ
っ
た
暴
風
雨
が
天
か
ら
の
譴
責
で
あ
っ

た
と
考
え
る
の
で
あ
れ

ば
（
１
６
）

、
こ
の
故
事
は
天
が
始
皇
帝
に
戒
め
を
与
え
、
敢

え
て
封
禅
を
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
そ
う
で
あ
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れ
ば
『
史
記
』
の
記
述
が
暴
風
雨
を
中
心
に
据
え
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
五
大

夫
封
爵
の
記
事
が
、
「
始
皇
本
紀
」
に
の
み
短
く
記
録
さ
れ
、
封
禅
が
批
判
さ

れ
か
つ
失
敗
し
た
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
言
及
す
る
『
史
記
』
「
封
禅

書
」
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
史
記
』
で
始
皇
帝
を
批
判
し
た
儒
者
た
ち
や
始
皇
帝

当
時
の
民
衆
の
み
な
ら
ず
、
後
世
の
司
馬
遷
や
許
懋
を
初
め
と
す
る
人
々
も
ま

た
同
様
に
、
暴
風
雨
を
天
か
ら
の
譴
責
と
捉
え
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

後
世
、
五
大
夫
や
大
夫
松
が
松
の
異
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
封
爵
の
経
緯
と
し
て
重
要
で
あ
る
暴
風
雨
へ
の
言
及
が
必
ず
し
も
意
識
さ

れ
な
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
例
え
ば
王
維
詩
や
李
渉
詩
に
は
、
故
事
を
踏
ま
え

つ
つ
、
長
寿
の
松
と
不
老
不
死
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
始
皇
帝
と
を
対
比
的
に
描

く
よ
う
な
詩
句
も
見
い
だ
せ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
暴
風
雨
が
天
の
譴
責
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
む
し
ろ
始
皇
帝
が
暴
虐
の

皇
帝
で
あ
る
と
の
理
解
が
自
明
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
劉
希
夷
や
李

商
隠
は
、
封
爵
の
故
事
と
始
皇
帝
の
暴
虐
を
結
び
つ
け
て
詩
に
し
て
い
る
。
詩

人
た
ち
は
、
天
譴
と
し
て
の
暴
風
雨
に
は
一
切
言
及
し
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

松
へ
の
言
及
を
介
し
て
始
皇
帝
を
批
判
す
る
。
大
夫
松
が
天
譴
た
る
暴
風
雨
か

ら
表
現
上
切
り
離
さ
れ
た
と
し
て
も
、
始
皇
帝
は
中
国
古
典
の
世
界
に
あ
っ
て

は
批
判
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

一
方
、
日
本
に
お
い
て
は
、
始
皇
帝
は
天
皇
の
比
喩
に
も
用
い
ら
れ
る
存

在
で
あ
り
、
片
桐
氏
に
よ
れ
ば
松
も
ま
た
「
皇
室
の
シ
ン
ボ
ル
」
に
な
り
う
る

め
で
た
い
樹
で
あ
っ
た
。
両
者
は
い
ず
れ
も
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
存
在
で
あ

り
、
親
和
性
が
高
い
。
ま
た
、
管
見
の
限
り
、
始
皇
帝
が
暴
風
雨
に
遭
っ
た
こ

と
は
爵
位
を
与
え
る
理
由
付
け
と
し
て
言
及
さ
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
こ
に
天
譴

の
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
松
に
爵
位
を
与
え
た

こ
と
で
始
皇
帝
は
「
賢
き
人
」
と
し
て
、
始
皇
帝
に
爵
位
を
与
え
ら
れ
た
こ
と

で
松
は
「
始
皇
の
御
爵
に
あ
づ
か
る
ほ
ど
の
木
」
と
し
て
評
価
さ
れ
、
こ
の
故

事
が
美
談
と
し
て
理
解
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。 

お
わ
り
に 

以
上
に
、
大
夫
松
を
め
ぐ
る
日
中
の
差
異
を
確
認
し
、
そ
の
背
景
に
始
皇

帝
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
や
天
譴
の
思
想
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
中
国
古
典

に
お
い
て
は
、
始
皇
帝
は
暴
虐
の
君
主
で
あ
り
、
天
譴
と
見
な
し
う
る
暴
風
雨

こ
そ
が
こ
の
話
の
眼
目
で
あ
っ
て
、
始
皇
帝
か
ら
松
が
爵
位
を
与
え
ら
れ
た
こ

と
は
故
事
の
付
加
的
な
側
面
で
あ
り
、
五
大
夫
ま
た
は
大
夫
松
と
い
う
異
称
を

生
み
出
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
古
典
に
お
い
て
は
、
始
皇
帝

は
天
皇
と
近
似
の
存
在
と
し
て
し
ば
し
ば
引
き
合
い
に
出
さ
れ
、
そ
の
始
皇
帝

の
松
に
対
す
る
心
情
を
興
趣
あ
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。
同
じ
故
事
を

踏
ま
え
て
い
な
が
ら
、
重
視
し
て
い
る
点
が
異
な
る
た
め
に
、
そ
の
引
用
の
文

脈
に
は
大
き
な
違
い
が
生
じ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

し
か
し
、
こ
の
故
事
の
比
較
に
は
ま
だ
検
討
す
べ
き
問
題
が
多
く
残
っ
て

い
る
。
五
大
夫
松
の
文
学
的
表
現
の
違
い
は
、
王
権
の
在
り
方
の
差
異
に
拠
っ

て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
松
と
い
う
樹
の
持
つ
意
味
や
故
事
の
言
及

さ
れ
る
文
脈
、
優
れ
た
人
物
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
木
石
と
人
と
の
交
流
を
ど

う
意
味
づ
け
る
か
な
ど
様
々
な
時
代
的
、
文
化
的
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。
例
え

ば
、
ゴ
イ
サ
ギ
は
『
平
家
物
語
』
巻
五
「
朝
敵
揃
」
に
よ
れ
ば
、
醍
醐
天
皇
の

宣
旨
に
従
っ
た
こ
と
か
ら
五
位
の
爵
位
を
与
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
五

位
以
上
は
大
夫
で
あ
る
こ
と
か
ら
大
夫
鷺
と
も
呼
ば
れ
る
と
い
う
。
日
本
に
お
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い
て
五
大
夫
が
五
位
の
大
夫
と
誤
っ
て
理
解
さ
れ
て
き
た
文
脈
や
、
五
大
夫
の

松
を
「
大
夫
松
」
と
も
呼
ぶ
こ
と
な
ど
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
こ
の
二
つ
の
故

事
の
間
に
は
何
ら
か
の
関
係
性
が
見
い
だ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
本
論
に
お
い
て
は
こ
の
ゴ
イ
サ
ギ
故
事
を
含
む
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課

題
と
し
て
い
き
た
い
。 

 
 注 （

１
）『
漢
書
』
巻
十
九
「
百
官
公
卿
表
」
の
秦
代
の
二
十
等
爵
の
項
に
は
、「
其
爵
名
（
中

略
）
九
五
大
夫
」
と
あ
る
。
「
九
」
は
下
か
ら
九
番
目
の
意
味
。 

（
２
）『
史
記
』
巻
二
十
八
「
封
禅
書
」「
於
是
徴
従
斉
魯
之
儒
生
博
士
七
十
人
、
至
乎
泰
山

下
。
（
中
略
）
始
皇
聞
此
議
各
乖
異
、
難
施
用
、
由
此
絀
儒
生
。
」 

（
３
）
小
天
門
有
秦
時
五
大
夫
松
。 

（
４
）
例
え
ば
『
論
語
』
子
罕
篇
に
「
子
曰
、
歳
寒
、
然
後
知
松
柏
之
後
彫
也
」
と
あ
る
。 

（
５
）
「
六
朝
初
唐
の
詠
松
詩
に
つ
い
て 

王
勃
と
劉
希
夷
に
お
け
る
「
澗
底
の
松
」
の
源

流
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
九
州
中
國
學
會
報
』
四
十
一
、
二
〇
〇
三
） 

（
６
）
浅
見
和
彦
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
五
十
一 

十
訓
抄
』
（
小
学
館
、

一
九
九
七
） 

（
７
）
前
掲
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
は
水
に
銭
を
投
げ
入
れ
る
故
事
を
『
三
輔
決
録
』

に
拠
る
と
指
摘
す
る
。 

（
８
）
小
山
弘
志
・
佐
藤
健
一
郎
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
五
十
八 

謡
曲
集

①
』
（
小
学
館
、
一
九
九
七
） 

（
９
）
注
（
８
）
に
同
じ
。 

（
10
）
『
国
大
国
語
研
究
』
三
十
七
、
二
〇
一
九
。 

（
11
）
注
（
６
）
に
同
じ
。 

（
12
）『
史
記
』
巻
八
十
六
「
刺
客
列
伝
」
に
は
「
至
陛
、
秦
舞
陽
色
變
振
恐
、
群
臣
怪
之
」

と
あ
り
、
「
燕
丹
子
」
に
は
「
武
陽
大
恐
、
両
足
不
能
相
過
、
面
如
死
灰
色
。
秦
王
怪

之
」
と
あ
る
。
「
燕
丹
子
」
の
「
武
陽
」
は
「
秦
舞
陽
」
の
こ
と
。 

（
13
）
柳
瀬
喜
代
志
等
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
四
十
一 

将
門
記 

陸
奥
話

記 

保
元
物
語 

平
治
物
語
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
二
）「
将
門
幸
遇
此
仁
風
、
依
承
平

七
年
四
月
七
日
恩
詔
罪
無
軽
重
、
含
悦
靨
於
春
花
、
賜
還
向
於
仲
夏
。
忝
辞
燕
丹
之
遑
、

終
帰
島
子
之
墟
。
」 

（
14
）『
史
記
』
で
は
逃
亡
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、「
燕
丹
子
」
で
は
天
助
に
よ
り
難

題
を
解
決
し
て
帰
国
の
許
し
を
得
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、『
将
門
記
』
の
故
事
は
「
燕

丹
子
」
に
よ
り
近
い
。
だ
が
、
「
燕
丹
子
」
の
太
子
丹
が
帰
国
を
望
ん
だ
理
由
は
、
始

皇
帝
の
与
え
た
待
遇
が
悪
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』「
咸
陽
宮
」
で
は
太
子

丹
が
始
皇
帝
に
対
し
て
反
乱
を
起
こ
し
た
罪
で
捕
ら
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

よ
り
『
将
門
記
』
の
平
将
門
の
状
況
に
近
い
。
直
接
的
に
は
『
将
門
記
』
は
『
平
家
物

語
』
「
咸
陽
宮
」
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
故
事
を
踏
ま
え
て
い
た
と
考
え
た
方
が
い

い
で
あ
ろ
う
。 

（
15
）
片
桐
洋
一
編
『
歌
枕
歌
言
葉
辞
典
増
訂
版
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
九
）「
松
」
項
。 

（
16
）
風
雨
が
天
か
ら
の
強
い
譴
責
と
見
な
さ
れ
る
う
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
例
え

ば
『
漢
書
』
巻
二
十
七
下
之
上
「
五
行
志
下
之
上
」
に
、
前
漢
に
反
乱
を
起
こ
そ
う
と

し
た
王
へ
の
戒
め
と
し
て
天
が
風
雨
を
起
こ
し
た
が
、
彼
ら
が
悟
ら
ず
改
め
な
か
っ
た

た
め
、
誅
殺
さ
れ
た
と
の
二
条
の
記
事
（
文
帝
五
年
、
呉
暴
風
雨
、
壊
城
官
府
民
室
。

時
呉
王
濞
謀
為
逆
乱
、
天
戒
数
見
、
終
不
改
寤
、
後
卒
誅
滅
。
／
昭
帝
元
鳳
元
年
、

燕
王
都
薊
大
風
雨
、
抜
宮
中
樹
七
囲
以
上
十
六
枚
、
壊
城
楼
。
燕
王
旦
不
寤
、
謀
反

発
覚
、
卒
伏
其
辜
）
を
載
せ
る
こ
と
な
ど
か
ら
窺
い
知
れ
る
。 

 

（
た
か
し
ば
・
あ
さ
こ
／
横
浜
国
立
大
学
准
教
授
） 


